
 

「令和八年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し

適用すべき措置の指定に関する政令」（概要） 

 

 

１ 政令の趣旨 

○ 特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律

（平成８年法律第85号。以下「法」という。）は、阪神・淡路大震災に対応する

ために立法された行政上の権利利益の満了日の延長等に関する各種特別措置を、

政令で定めることとすることにより、災害時にこれらの措置を迅速に発動できる

ようにしたものであり、大規模な非常災害（特定非常災害）について適用される

もの。 

○ 今回の令和八年熊本地震による災害においては、死亡・負傷者等の人的被害、

住家被害の程度が甚大であり、政府としても、非常災害対策本部を設置し対応に

当たっているところ。 

○ このように大規模な非常災害である「令和八年熊本地震による災害」について

特定非常災害として指定するとともに、行政上の権利利益の満了日の延長等を行

うことにより、被災者の権利利益の保全等を図ろうとするものである。 

 

２ 政令の概要 

（1） 令和八年熊本地震による災害を特定非常災害として指定する。（法第２条） 

（2） この特定非常災害に対し、次に掲げる措置を適用する。 

①  行政上の権利利益の満了日の延長（法第３条） 

②  期限内に履行されなかった行政上の義務の履行の免責（法第４条） 

③  法人の破産手続開始の決定の特例（法第５条） 

④  相続の承認又は放棄すべき期間の特例（法第６条） 

⑤  民事調停法による調停の申立ての手数料の特例（法第７条） 
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令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
号

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に

関
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年

法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
前
段
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六

条
並
び
に
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
非
常
災
害
の
指
定
）

第
一
条

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
を
指
定
し
、
同
年
七
月
二
十

八
日
を
同
項
の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
。


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令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

（
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
二
条

前
条
の
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
、
法
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置

を
指
定
す
る
。

（
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
期
日
）

第
三
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
九
年
一
月
二
十
七

日
と
す
る
。

（
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
期
限
）

第
四
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
七
日
と
す
る
。

（
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
期
日
）

第
五
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
十
年
七
月
二
十
七

日
と
す
る
。

（
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
六
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
発
生
市

町
村
の
区
域
と
す
る
。

２

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

（
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
七
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
発
生
市
町
村
の
区
域
と
す
る
。

２

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
和
十
一
年
六
月
三
十
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋





 2026/08/14 19:12:16  

（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
） 

一
 

／ 
一
〇

 

○
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全

等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律 

（
平
成
八
年
六
月
十
四
日
） 

（
法
律
第
八
十
五
号
） 

第
百
三
十
六
回
通
常
国
会 

第
一
次
橋
本
内
閣 

改
正 
平
成 

九
年 

五
月 

九
日
法
律
第 

五
〇
号 

同 
一
一
年
一
二
月
二
二
日
同 

第
一
六
〇
号 

同 
一
四
年 

七
月
一
二
日
同 

第 

八
五
号 

同 

一
六
年 

六
月 

二
日
同 

第 

六
七
号 

同 

一
六
年 
六
月 

二
日
同 

第 

七
六
号 

同 

一
六
年 

六
月
一
八
日
同 

第
一
一
一
号 

同 

一
六
年 

六
月
一
八
日
同 

第
一
一
二
号 

同 

一
八
年 

六
月 

二
日
同 
第 

五
〇
号 

同 

一
八
年 

六
月
二
一
日
同 
第 

九
二
号 

同 

二
〇
年 

五
月
二
三
日
同 

第 
四
〇
号 

同 

二
三
年 

六
月
二
四
日
同 

第 

七
四
号 

同 

二
五
年 

六
月
二
一
日
同 

第 

五
四
号 

同 

三
〇
年 

六
月
二
七
日
同 

第 

六
七
号 

令
和 

三
年 

五
月
一
九
日
同 

第 

三
六
号 

同 
 

四
年 

五
月
二
〇
日
同 

第 

四
四
号 

同 
 

八
年 

六
月
二
四
日
同 

第 

四
六
号 

同 
 

八
年 

七
月
一
七
日
同 

第 

六
二
号 

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を

図
る
た
め
、
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
行
政
上
の
権
利
利

益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
、
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
免
責
、
法
人

の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
、
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間

の
特
例
、
民
事
調
停
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
に
よ
る

調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
及
び
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十

号
）
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。 

（
平
一
六
法
七
六
・
平
一
六
法
一
一
一
・
平
二
五
法
五
四
・
平
三
〇

法
六
七
・
令
四
法
四
四
・
一
部
改
正
） 

（
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
） 

第
二
条 

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
っ
て
、
当
該
非
常
災
害
の

被
害
者
の
行
政
上
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
り
、
又
は
当
該
非
常
災
害
に

よ
り
債
務
超
過
と
な
っ
た
法
人
の
存
立
、
当
該
非
常
災
害
に
よ
り
相
続
の
承

認
若
し
く
は
放
棄
を
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
者
の
保
護
、
当
該
非
常
災
害
に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛
争
の
迅

速
か
つ
円
滑
な
解
決
若
し
く
は
当
該
非
常
災
害
に
係
る
応
急
仮
設
住
宅
の
入

居
者
の
居
住
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
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（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
） 

二
 

／ 
一
〇

 

認
め
ら
れ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
非
常
災
害
を
特
定
非
常
災

害
と
し
て
政
令
で
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
政

令
に
は
、
当
該
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
日
を
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と

し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
政
令
に
お
い
て
は
、
次
条
以
下
に
定
め
る
措
置
の
う
ち
当
該
特
定

非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該

指
定
の
後
、
新
た
に
そ
の
余
の
措
置
を
適
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、

当
該
措
置
を
政
令
で
追
加
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
平
二
五
法
五
四
・
一
部
改
正
） 

（
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
に
関
す
る
措
置
） 

第
三
条 

次
に
掲
げ
る
権
利
利
益
（
以
下
「
特
定
権
利
利
益
」
と
い
う
。
）
に

係
る
法
律
、
政
令
又
は
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
第
四
項
（
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
七
条
第
三
項
若
し

く
は
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
命
令
若
し
く
は
内
閣
府
設
置
法
第
七
条

第
五
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
第
六
項
若
し
く
は
宮
内
庁
法
第
八
条
第
五
項
、

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
第
七
条
第
五
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十
四
条

第
一
項
の
告
示
（
以
下
「
法
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
所

管
す
る
国
の
行
政
機
関
（
内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
第
四
十

九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
、
デ
ジ
タ
ル
庁
並
び
に
国
家
行

政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
長

（
当
該
国
の
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
委
員
会
）
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
特
定
権

利
利
益
で
あ
っ
て
そ
の
存
続
期
間
が
満
了
前
で
あ
る
も
の
を
保
全
し
、
又
は

当
該
特
定
権
利
利
益
で
あ
っ
て
そ
の
存
続
期
間
が
既
に
満
了
し
た
も
の
を
回

復
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か

ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
以
下

「
延
長
期
日
」
と
い
う
。
）
を
限
度
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
定
権
利
利
益
に

係
る
満
了
日
を
延
長
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
処
分
（
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
前
に
行
っ

た
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
利
そ
の
他
の
利
益
で
あ
っ
て
、

そ
の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
満
了
す
る
も
の 

二 

法
令
に
基
づ
き
何
ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分
そ
の
他
の
行
為
を
当

該
行
為
に
係
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
（
国
の
行
政
機
関
及
び
こ
れ
ら

に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
限
る
。
）
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
っ
て
、
そ
の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生

日
以
後
に
満
了
す
る
も
の 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
は
、
告
示
に
よ
り
、
当
該
措
置
の
対
象

と
な
る
特
定
権
利
利
益
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、
地
域
を
単
位

と
し
て
、
当
該
措
置
の
対
象
者
及
び
当
該
措
置
に
よ
る
延
長
後
の
満
了
日
を

指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
の
ほ
か
、
同
項
第
一
号
の
行
政
庁
又

は
同
項
第
二
号
の
行
政
機
関
（
次
項
に
お
い
て
「
行
政
庁
等
」
と
い
う
。
）
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は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
定
権
利
利
益
に
つ
い
て

保
全
又
は
回
復
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
満
了
日
の
延

長
の
申
出
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
延
長
期
日
ま
で
の
期
日
を
指
定
し
て

そ
の
満
了
日
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

延
長
期
日
が
定
め
ら
れ
た
後
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
満
了
日

の
延
長
の
措
置
を
延
長
期
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
国
の
行
政
機
関
の
長

又
は
行
政
庁
等
は
、
同
項
又
は
前
項
の
例
に
準
じ
、
特
定
権
利
利
益
の
根
拠

と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
新
た
に
政
令
で
定
め
る
日
を
限
度
と
し
て
、
当

該
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
更
に
延
長
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。 

５ 

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
他

の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
平
一
一
法
一
六
〇
・
令
三
法
三
六
・
一
部
改
正
） 

（
期
限
内
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
免
責
に
関
す
る
措
置
） 

第
四
条 

特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
履
行
期
限

が
到
来
す
る
義
務
（
以
下
「
特
定
義
務
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
特
定
非

常
災
害
に
よ
り
当
該
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
に
つ
い
て
、
そ
の
不
履
行
に
係
る
行
政
上
及
び
刑
事
上
の
責
任
（
過
料
に

係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
単
に
「
責
任
」
と
い
う
。
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
を

猶
予
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起

算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限
（
以
下
「
免
責
期
限
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
履
行
期
限
が
到
来
す
る
特
定
義
務
が
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日

ま
で
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
義
務
が
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
履

行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
責
任
は
問
わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。 

３ 

免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
後
、
前
二
項
に
定
め
る
免
責
の
措
置
を
免
責
期

限
が
到
来
す
る
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
、
特
定
義
務
の
根
拠
と
な
る
法
令

の
条
項
ご
と
に
、
新
た
に
、
当
該
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に

係
る
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
義
務
が
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
事
由
に
よ
り
そ
の
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
つ
い
て
他
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。 

（
債
務
超
過
を
理
由
と
す
る
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す

る
措
置
） 

第
五
条 

特
定
非
常
災
害
に
よ
り
そ
の
財
産
を
も
っ
て
債
務
を
完
済
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
法
人
に
対
し
て
は
、
第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
政

令
で
こ
の
条
に
定
め
る
措
置
を
指
定
す
る
も
の
の
施
行
の
日
以
後
特
定
非
常

災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
ま
で
の
間
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
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だ
し
、
そ
の
法
人
が
、
清
算
中
で
あ
る
場
合
、
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
又
は
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

裁
判
所
は
、
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
決
定
を
留
保
す
る
決
定
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
係
る
法
人
が
支
払
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
他
同
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
べ
き
第

一
項
に
規
定
す
る
事
情
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り

又
は
職
権
で
、
そ
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
。 

５ 

第
一
項
本
文
の
法
人
の
理
事
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
は
、
特
定
非
常
災
害

発
生
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
他
の
法
律
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
人
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
平
一
六
法
七
六
・
平
一
八
法
五
〇
・
一
部
改
正
） 

（
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
） 

第
六
条 

相
続
人
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
者
）
が
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
に
お
い
て
、
特
定
非
常
災
害
に
よ
り

多
数
の
住
民
が
避
難
し
、
又
は
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
住
所
を
有
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
百
十
五
条
第
一
項
の
期
間

（
こ
の
期
間
が
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
っ
て
伸
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
伸
長
さ
れ
た
期
間
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
末
日

が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
に
到
来

す
る
と
き
は
、
同
項
の
期
間
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
伸
長
す
る
。 

一 

相
続
人
が
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合 

そ
の

者
の
相
続
人 

二 

相
続
人
（
前
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
者
）
が
未
成
年

者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
場
合 

そ
の
法
定
代
理
人 

（
平
二
五
法
五
四
・
追
加
） 

（
民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
） 

第
七
条 

特
定
非
常
災
害
に
よ
り
借
地
借
家
関
係
そ
の
他
の
民
事
上
の
法
律
関

係
に
著
し
い
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
に
特
定
非
常
災
害
発
生
日
に
お
い
て
住
所
、
居
所
、
営
業
所
又
は
事
務
所

を
有
し
て
い
た
者
が
、
当
該
特
定
非
常
災
害
に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛

争
に
つ
き
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間

に
、
民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
を
す
る
場
合
に
は
、
民
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
申
立
て
の
手
数
料
を
納
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
平
二
五
法
五
四
・
旧
第
六
条
繰
下
） 

（
景
観
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
） 

第
八
条 

市
町
村
長
は
、
景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
非
常
災
害
又
は
同
条
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第
二
項
の
災
害
が
特
定
非
常
災
害
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
災
者
の
住
宅

の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
住
宅
が
不
足
す
る
た
め
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
当
該
被
災
者
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
応
急

仮
設
建
築
物
で
あ
る
住
宅
を
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
を
存

続
さ
せ
て
も
良
好
な
景
観
の
形
成
に
著
し
い
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
同

項
の
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
延
長
に
係
る
期
間
が

満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同

様
と
す
る
。 

（
平
一
六
法
一
一
一
・
追
加
、
平
二
五
法
五
四
・
旧
第
八
条
繰
下
、

令
四
法
四
四
・
旧
第
九
条
繰
上
） 

附 

則 

抄 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
災
害
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

一 

第
二
条
及
び
第
七
条
の
規
定 

平
成
七
年
一
月
一
日
以
後
に
発
生
し
た

災
害 

二 

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定 

平
成
八
年
四
月
一
日
以
後
に
発
生

し
た
災
害 

附 

則 

（
平
成
九
年
五
月
九
日
法
律
第
五
〇
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
施
行
の
日
＝
平
成
九
年
一
一
月
八
日
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

○
中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
施
行
法
（
平
成
一
一
法
律
一
六
〇
）
抄 

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
千
三
百
一
条 

中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
及
び
こ
の
法
律
（
以
下
「
改
革
関

係
法
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の
施
行
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の

機
関
が
し
た
免
許
、
許
可
、
認
可
、
承
認
、
指
定
そ
の
他
の
処
分
又
は
通
知

そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
改
革
関
係

法
等
の
施
行
後
は
、
改
革
関
係
法
等
の
施
行
後
の
法
令
の
相
当
規
定
に
基
づ

い
て
、
相
当
の
国
の
機
関
が
し
た
免
許
、
許
可
、
認
可
、
承
認
、
指
定
そ
の

他
の
処
分
又
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

２ 

改
革
関
係
法
等
の
施
行
の
際
現
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関

に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
に
別
段
の
定

め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
改
革
関
係
法
等
の
施
行
後
は
、
改
革
関
係
法
等
の

施
行
後
の
法
令
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
、
相
当
の
国
の
機
関
に
対
し
て
さ

れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

３ 

改
革
関
係
法
等
の
施
行
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
に
対

し
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
事
項
で
、
改
革
関
係
法
等
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
改
革
関

係
法
等
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
改
革
関
係
法
等
の
施
行
後
の
法
令
の
相
当

規
定
に
よ
り
相
当
の
国
の
機
関
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
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い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
改
革
関
係
法
等
の
施
行
後
の
法
令
の
規
定
を
適

用
す
る
。 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
千
三
百
四
十
四
条 

第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で
及
び
第
千
三
百
一

条
か
ら
前
条
ま
で
並
び
に
中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

改
革
関
係
法
等
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措

置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一

月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条

第
二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定 

公
布
の
日 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

附 

則 

（
平
成
一
四
年
七
月
一
二
日
法
律
第
八
五
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
平
成
一
四
年
政
令
第
三
三
〇
号
で
平
成
一
五
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
） 

附 

則 

（
平
成
一
六
年
六
月
二
日
法
律
第
六
七
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
平
成
一
七
年
政
令
第
一
九
一
号
で
平
成
一
七
年
六
月
一
日
か
ら
施

行
） 

附 

則 

（
平
成
一
六
年
六
月
二
日
法
律
第
七
六
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
。
次
条
第

八
項
並
び
に
附
則
第
三
条
第
八
項
、
第
五
条
第
八
項
、
第
十
六
項
及
び
第
二

十
一
項
、
第
八
条
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
に
お
い
て
「
新
破
産
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
施
行
の
日
＝
平
成
一
七
年
一
月
一
日
） 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
十
四
条 

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
平
成
一
六
年
六
月
一
八
日
法
律
第
一
一
一
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
都
市
計
画
法
第
八
条
、
第
九
条
、

第
十
二
条
の
五
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規
定
、
第
三
条
、
第
五
条
、
第
七
条

か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
中
都
市
緑
地
法
第
三
十
五
条
の
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改
正
規
定
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
五
条

及
び
第
七
条
の
規
定
は
、
景
観
法
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
か
ら
施
行

す
る
。 

（
施
行
の
日
＝
平
成
一
六
年
一
二
月
一
七
日
） 

（
規
定
す
る
日
＝
平
成
一
七
年
六
月
一
日
） 

（
平
一
六
法
一
一
二
・
一
部
改
正
） 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
六
条 

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の

施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
平
成
一
六
年
六
月
一
八
日
法
律
第
一
一
二
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
平
成
一
六
年
政
令
第
二
七
四
号
で
平
成
一
六
年
九
月
一
七
日
か
ら

施
行
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

○
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団

法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
八
法
律
五
〇
）
抄 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
四
百
五
十
八
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
に

よ
る
法
律
の
廃
止
又
は
改
正
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
平
成
一
八
年
六
月
二
日
法
律
第
五
〇
号
） 

抄 

こ
の
法
律
は
、
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
施
行
の
日
＝
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
） 

（
平
二
三
法
七
四
・
旧
第
一
項
・
一
部
改
正
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

附 

則 

（
平
成
一
八
年
六
月
二
一
日
法
律
第
九
二
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
平
成
一
九
年
政
令
第
四
八
号
で
平
成
一
九
年
六
月
二
〇
日
か
ら
施

行
） 

附 

則 

（
平
成
二
〇
年
五
月
二
三
日
法
律
第
四
〇
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
平
成
二
〇
年
政
令
第
三
三
六
号
で
平
成
二
〇
年
一
一
月
四
日
か
ら

施
行
） 

附 

則 

（
平
成
二
三
年
六
月
二
四
日
法
律
第
七
四
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か

ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
成
二
五
年
六
月
二
一
日
法
律
第
五
四
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
五
条 
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利

利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
六
条
（
新
災
害

対
策
基
本
法
第
百
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
発
生
し
た
災

害
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
二
十
二
条 

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し

必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
平
成
三
〇
年
六
月
二
七
日
法
律
第
六
七
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
令
和
元
年
政
令
第
二
九
号
で
令
和
元
年
六
月
二
五
日
か
ら
施
行
） 

附 

則 

（
令
和
三
年
五
月
一
九
日
法
律
第
三
六
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附

則
第
六
十
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
五
十
七
条 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
旧
法
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
が
し
た
認
定
等

の
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ

の
法
律
の
施
行
後
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
法
令
」

と
い
う
。
）
の
相
当
規
定
に
よ
り
相
当
の
国
の
機
関
が
し
た
認
定
等
の
処
分

そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
に

対
し
て
さ
れ
て
い
る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め

が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
新
法
令
の
相
当
規
定
に
よ

り
相
当
の
国
の
機
関
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な

す
。 

３ 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
に
対
し

て
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
法

律
の
施
行
の
日
前
に
従
前
の
国
の
機
関
に
対
し
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
新
法
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
相
当
の
国
の
機
関

に
対
し
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
法
令
の
規
定

を
適
用
す
る
。 

（
命
令
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
五
十
八
条 

旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
内
閣
府
設
置
法
第
七
条
第

三
項
の
内
閣
府
令
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十
二
条
第
一
項
の
省
令
は
、
法

令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
新
法
令

の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
相
当
の
第
七
条
第
三
項
の
デ
ジ
タ
ル

庁
令
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十
二
条
第
一
項
の
省
令
と
し
て
の
効
力
を
有
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す
る
も
の
と
す
る
。 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
六
十
条 
附
則
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
五
十
一
条
及
び
前
三
条
に
定
め

る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関

す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
令
和
四
年
五
月
二
〇
日
法
律
第
四
四
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

略 

二 

第
十
一
条
の
規
定
及
び
附
則
第
七
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定 

公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日 

（
令
和
四
年
政
令
第
二
〇
二
号
で
令
和
四
年
五
月
三
一
日
か
ら
施

行
） 

（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
十
一
条 

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図

る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
特
定
非
常
災
害

法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
建
築
基
準
法
第
八
十

五
条
第
四
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の

延
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
基
準
法
（
次

項
及
び
附
則
第
十
四
条
に
お
い
て
「
新
基
準
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
五
条

第
五
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の

期
間
の
延
長
と
み
な
す
。 

２ 

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
特

定
非
常
災
害
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
基
準
法
第
八
十
五
条
第
四
項
又

は
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
延
長
に
係
る
申

請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
基
準
法
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第

五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
延
長
に
係
る
申
請
と
み
な
す
。 

附 

則 

（
令
和
八
年
六
月
二
四
日
法
律
第
四
六
号
） 

抄 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律

第
四
十
五
号
。
以
下
「
民
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。 

一 

附
則
第
五
条
の
規
定 

公
布
の
日 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
五
条 

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な

経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
令
和
八
年
七
月
一
七
日
法
律
第
六
二
号
） 

抄 
（
施
行
期
日
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
防
災
庁
設
置
法
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の

施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
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（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
） 

一
〇
 

／ 
一
〇

 

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 
附
則
第
八
条
の
規
定 

公
布
の
日 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
八
条 

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の

施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、

政
令
で
定
め
る
。 

 



対
象
と
な
る
特
定
権
利
利
益

対

象

者

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の

規
定
に
基
づ
く
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
（
令
和
八
年
熊
本
地
震

に
際
し
、
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た

市
町
村
の
区
域
（
以
下
「
特
定
被
災
区
域
」
と
い
う
。）内
に
在
る
保
険
医
療
機

関
又
は
保
険
薬
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
保
険
医

療
機
関
又
は
保
険
薬
局
を
有

す
る
者

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
の
許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者
（
令
和

八
年
十
月
二
十
七
日
ま
で
に

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
者
を
除
く
。）

職
業
安
定
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
の

許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者
（
令
和

八
年
十
月
二
十
七
日
ま
で
に

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
者
を
除
く
。）

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
（
特
定
被

災
区
域
に
在
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
指
定
小

児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関

を
有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
費
の
支
給
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
く
登
録
検
査
機
関
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

又
は
食
品
衛
生
法
第
二
十
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査

を
行
う
場
所
を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
許
可
（
特
定
被
災

区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
同
法
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
医
療
費
及
び
医
療
手
当
、
同
項
第

四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族
一
時
金
又
は
同
項
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付

の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
の
免
許

特
定
被
災
区
域
内
に
栽
培
地

を
有
す
る
者

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
旅
館
業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
相
続
に
よ
る
承
継
の
申
請
（
特

定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
経
営
さ
れ
る
旅
館
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

経
営
さ
れ
る
旅
館
業
を
承
継

す
る
者

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
四
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長

後
の
満
了
日
を
令
和
九
年
一
月
二
十
七
日
と
す
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


別添２－１



生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
指
定
医
療
機
関
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
指
定
医

療
機
関
を
有
す
る
者

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
若
し
く
は
輸
入
業
又
は
販
売
業
の

登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
若
し
く
は
営
業
所
又
は
店
舗
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

若
し
く
は
営
業
所
又
は
店
舗

を
有
す
る
者

覚
醒
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
覚
醒
剤
製
造
業
者
又
は
覚
醒
剤
施
用
機
関
若
し
く
は
覚
醒
剤
研

究
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
研
究
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
研
究
所
を
有
す
る

者

覚
醒
剤
取
締
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
若
し

く
は
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
若
し
く
は
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者
又
は
覚
醒
剤
原

料
取
扱
者
若
し
く
は
覚
醒
剤
原
料
研
究
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

業
務
所
、
製
造
所
又
は
研
究
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
業
務

所
、
製
造
所
又
は
研
究
所
を

有
す
る
者

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
麻
薬
輸
入
業
者
、
麻
薬
輸
出
業
者
、
麻
薬
製
造
業
者
、
麻

薬
製
剤
業
者
、
家
庭
麻
薬
製
造
業
者
若
し
く
は
麻
薬
元
卸
売
業
者
又
は
麻
薬
卸

売
業
者
、
麻
薬
小
売
業
者
、
麻
薬
施
用
者
、
麻
薬
管
理
者
若
し
く
は
麻
薬
研
究

者
の
免
許
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
麻
薬
業
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
麻
薬
業

務
所
を
有
す
る
者

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
向
精
神
薬
輸

入
業
者
、
向
精
神
薬
輸
出
業
者
、
向
精
神
薬
製
造
製
剤
業
者
若
し
く
は
向
精
神

薬
使
用
業
者
又
は
向
精
神
薬
卸
売
業
者
若
し
く
は
向
精
神
薬
小
売
業
者
の
免
許

（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
向
精
神
薬
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
向
精
神

薬
営
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
者
雇
用
調
整
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

く
報
奨
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」

と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
薬
局
の
開
設
の
許
可
（
特
定
被
災

区
域
内
に
在
る
薬
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
薬
局
を

有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
連
携
薬
局

の
認
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
地
域
連
携
薬
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
地
域
連

携
薬
局
を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
門
医
療
機
関

連
携
薬
局
の
認
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
に
係

る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
専
門
医

療
機
関
連
携
薬
局
を
有
す
る

者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
（
体
外
診

断
用
医
薬
品
を
除
く
。）、医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可（
特

定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
（
体
外
診

断
用
医
薬
品
を
除
く
。）、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
業
の
許
可
（
特
定

被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品

（
体
外
診
断
用
医
薬
品
を
除
く
。）、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
所
に
係

る
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
等
外

国
製
造
業
者
の
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
薬
品
等
の
製
造
販

売
業
者
の
主
た
る
事
務
所
が

在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品

等
外
国
製
造
業
者
の
製
造
所
に
係
る
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
薬
品
等
の
製
造
販

売
業
者
の
主
た
る
事
務
所
が

在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
器

又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

事
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療

機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
業
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療

機
器
等
外
国
製
造
業
者
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
療
機
器
等
の
製
造

販
売
業
者
の
主
た
る
事
務
所

が
在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
高
度

管
理
医
療
機
器
等
に
係
る
登
録
認
証
機
関
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

登
録
認
証
機
関
の
登
録
の
申

請
を
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生
医

療
等
製
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
務
所
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生

医
療
等
製
品
の
製
造
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も

の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生

医
療
等
製
品
外
国
製
造
業
者
の
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の

製
造
販
売
業
者
の
主
た
る
事

務
所
が
在
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
の
販
売

業
（
配
置
販
売
業
を
除
く
。）の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
店
舗
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
店
舗
を

有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
の
販
売

業
（
配
置
販
売
業
に
限
る
。）の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

業
務
を
行
う
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
高
度
管
理
医
療

機
器
等
の
販
売
業
又
は
貸
与
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
器
の

修
理
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
四
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生
医
療
等

製
品
の
販
売
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報



職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
十
条
の
十

九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
二
十
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
に
お
け
る
衛
生

的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
事
業
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者
（
令
和

八
年
十
月
二
十
七
日
ま
で
に

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
者
を
除
く
。）

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の

規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在

る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の

に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
支
援
専
門
員
証

の
交
付

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者
又
は
特
定
被
災

区
域
を
包
括
す
る
都
道
府
県

の
知
事
か
ら
介
護
支
援
専
門

員
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

介
護
保
険
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開

設
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
医
療
院
の
開
設
の
許
可

（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
号
事

業
に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も

の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十

二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
第
一
号
の
医
療
費
及
び
医
療

手
当
、
同
項
第
四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族
一
時
金
若
し
く
は
同
項
第
五

号
の
葬
祭
料
の
給
付
又
は
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
第
一

号
の
医
療
費
及
び
医
療
手
当
、
同
項
第
四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族
一
時

金
若
し
く
は
同
項
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平

成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と

い
う
。）第
五
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
相
談
支
援
給
付
費
等

の
給
付
決
定

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
一
般

相
談
支
援
事
業
者
の
指
定
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に

限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型

肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
追
加
給
付
金

の
支
給
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

同
法
第
四
条
第
一
号
の
医
療
費
及
び
医
療
手
当
、
同
条
第
四
号
の
遺
族
年
金
若

し
く
は
遺
族
一
時
金
又
は
同
条
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
、第
十
二
条
第
一
項
、

第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
追
加
給
付
金
、
定
期
検
査
費
、
母
子
感
染
防
止
医
療
費
、
世
帯
内
感
染
防
止

医
療
費
又
は
定
期
検
査
手
当
の
支
給
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十

号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
指
定
（
特
定
被
災
区

域
に
在
る
指
定
医
療
機
関
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
指
定
医

療
機
関
を
有
す
る
者

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
六
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
営
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
で
あ
っ

て
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
二
十
三
号
）
附

則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
規
則（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
十
四
号
）

第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
麻
薬
小
売
業
者
間
で
の
麻
薬
の
譲
渡
し

の
許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
麻
薬
業

務
所
を
有
す
る
者

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年

厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
立
支
度
金
の

支
給
の
申
請

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
四
十
条

の
六
十
六
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
く
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
の

修
了

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者
又
は
特
定
被
災

区
域
を
包
括
す
る
都
道
府
県

の
知
事
か
ら
介
護
支
援
専
門

員
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
っ
て
、
当
該
都
道
府
県

の
知
事
が
実
施
す
る
介
護
保

険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条

の
六
十
八
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専

門
員
研
修
を
修
了
し
た
者

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報 



 

 

令和８年熊本地震による災害の被害者の方々の特定権利利益の保全等について 

（特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律第３条第２項に基づく 

厚生労働省告示第 324号（令和８年８月 17日告示）） 

 

１ 概要 

○ 厚生労働省では、特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律（平成８年法律第 85

号）第３条第２項に基づき、令和８年熊本地震による災害の被害者の方々の特定権利利益（厚生労働省関係）の満了日

を令和９年１月 27日まで延長することとする告示を制定しました。 

 

○ 対象となる特定権利利益（令和８年熊本地震による災害の被害者の方々が法令に基づいて付与された権利等のうち、

災害発生日（令和８年７月 28 日）以降に期限の到来するもの）のうち、薬事に関する法令に基づくもの及びその概要

は、下記一覧表のとおりですので、お知らせいたします。 

 

２ 一覧表 

（※概要中の特定被災区域とは、災害救助法（昭和 22年法律第 118号）が適用された市町村の区域を指します。） 

番号 対象となる特定権利利益 概要 

１ 第一種大麻草採取栽培者の免許

期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に免許期間が満了する第

一種大麻草採取栽培者の免許について、特定被災区域内に栽培地を有する者

については、その期間を延長する。 

２ 毒物劇物営業の登録期間の延長 令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する毒

物又は劇物の製造業若しくは輸入業又は販売業の登録について、特定被災区

域内に製造所若しくは営業所又は店舗を有する者については、その期間を延

長する。 

別添２－２



 

 

３ 覚醒剤製造業者等の指定期間の

延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する覚

醒剤製造業者又は覚醒剤施用機関若しくは覚醒剤研究者の指定について、特

定被災区域内に製造所又は病院若しくは診療所若しくは研究所を有する者に

ついては、その期間を延長する。 

４ 覚醒剤原料輸入業者等の指定期

間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する覚

醒剤原料輸入業者若しくは覚醒剤原料輸出業者若しくは覚醒剤原料製造業者

又は覚醒剤原料取扱者若しくは覚醒剤原料研究者の指定について、特定被災

区域内に業務所、製造所又は研究所を有する者については、その期間を延長

する。 

５ 麻薬輸入業者等の免許期間の延

長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する麻

薬輸入業者、麻薬小売業者等の免許について、特定被災区域内に麻薬業務所

を有する者については、その期間を延長する。 

６ 向精神薬輸入業者等の免許期間

の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する向

精神薬輸入業者、向精神薬小売業者等の免許について、特定被災区域内に向

精神薬営業所を有する者については、その期間を延長する。 

７ 薬局開設許可期間の延長 令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する薬

局の開設の許可について、特定被災区域内に薬局を有する者については、そ

の期間を延長する。 

８ 地域連携薬局の認定期間の延長 令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する地

域連携薬局の認定について、特定被災区域内に地域連携薬局を有する者につ

いては、その期間を延長する。 

９ 専門医療機関連携薬局の認定期

間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する専

門医療機関連携薬局の認定について、特定被災区域内に専門医療機関連携薬



 

 

局を有する者については、その期間を延長する。 

10 医薬品、医療機器等の製造業の

許可又は登録期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する医

薬品、医療機器等の製造業の許可又は登録について、特定被災区域内に製造

所を有する者については、その期間を延長する。 

11 医薬品、医療機器等の製造販売

業の許可期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する医

薬品、医療機器等の製造販売業の許可について、特定被災区域内に事務所等

を有する者については、その期間を延長する。 

12 医薬品、医療機器等の外国製造

業者の認定又は登録期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する医

薬品、医療機器等の外国製造業者の認定又は登録について、特定被災区域内

にその製造する医薬品等の製造販売業者の主たる事務所が在る者について

は、その期間を延長する。 

13 保管のみを行う製造所に係る登

録期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する医

薬品等の製造所（外国製造業者の製造所を含む。）に係る登録について、特定

被災区域内に製造所を有する者（外国製造業者については、特定被災区域内

にその製造する医薬品等の製造販売業者の主たる事務所が在る者）について

は、その期間を延長する。 

14 指定高度管理医療機器等に係る

登録認証機関の登録期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する指

定高度管理医療機器等に係る登録認証機関の登録について、特定被災区域内

において登録認証機関の登録の申請をする者については、その期間を延長す

る。 

15 医薬品の販売業の許可期間の延

長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する医

薬品の販売業の許可について、特定被災区域内に店舗を有する者（配置販売

業については、特定被災区域内において業務を行う者）については、その期



 

 

間を延長する。 

16 高度管理医療機器等の販売業又

は貸与業の許可期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する高

度管理医療機器等の販売業又は貸与業の許可について、特定被災区域内に営

業所を有する者については、その期間を延長する。 

17 医療機器の修理業の許可期間の

延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する医

療機器の修理業の許可について、特定被災区域内に事業所を有する者につい

ては、その期間を延長する。 

18 再生医療等製品の販売業の許可

期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する再

生医療等製品の販売業の許可について、特定被災区域内に営業所を有する者

については、その期間を延長する。 

19 副作用救済給付及び感染救済給

付に係る医療費並びに遺族年

金、葬祭料等の支給の請求期限

の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に副作用救済給付及び感

染救済給付に係る医療費並びに遺族年金、葬祭料等の支給の請求期限が到来

する場合について、特定被災区域内に居住地を有する者については、その期

限を延長する。 

20 特定フィブリノゲン製剤及び特

定血液凝固第Ⅸ因子製剤による

Ｃ型肝炎感染被害者の追加給付

金の請求期限の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に追加給付金の請求期限

が到来する場合について、特定被災区域内に居住地を有する者については、

その期限を延長する。 

21 麻薬小売業者間での麻薬の譲渡

しの許可期間の延長 

令和８年７月 28 日から令和９年１月 26 日までの間に有効期間が満了する麻

薬小売業者間での麻薬の譲渡しの許可について、特定被災区域内に麻薬業務

所を有する者については、その期限を延長する。 

 


